
国語科学習指導案(略案)

平成25年2月1日金曜日2校暗
中　学　部　B　グ　ル　ー　プ

男子　3　人　　女子　2　人　　計　5人

場　所　　　中　学　部　2　年　教　室

指導者　内倉広大(cT)前潟久美子(ST)

1　題材　　｢文章を読んで,問題に答えよう｣ (教材名:ブレーメンの町のお話)

2　本時の学習(9/15)

(1)全体目標
ア　黙読や音読を通して,書かれている文や文章のおおまかな内容を理解することができる｡
イ　物語を読み, ｢だれ｣や｢どこ｣の設問に答えることができる｡

2)個別の指 �;�ﾇh柯,hﾌ)�ﾉmｩUr�

生徒 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr�個人目標 

A 兌h,ﾉ<x-ﾘ��*ｸ/�+Rﾉ%�ﾎｨ/��ア教師と一緒に音読をし,登場人物の確認をすることができ 用いたり,絵を並べ替えたり �.��ｲ�

(1年,男) �+X,H*�*�-ﾈ*�,刎(,ﾉ>�vX/�9｢�イ文と設問を読み比べ,括弧に当てはまる単語を文中から抜 

えることができるo �*ｸ�+x+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

B �<x-ﾘ��*ｸ+X+ﾙ[h.)[h�,ﾉ>��ア黙読や音読をすることで,どのような登場人物が現れたか 容をおおまかに理解し,助詞 �,�,yZ夷ｨ,ﾈ*�*�-ﾈ*�,�*�.x+x+h/�yﾘ��+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�
(1年,女) �,亢8/�WH*�,I��k�+x.�+�,h*｢�イ助詞の使い方に気を付けながら,｢だれ｣や｢どこ｣の設問 

できる○ �,�9ｨ*h+ﾘ.な��*ｹUﾈ+X+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

C 偃Xﾎｨ,h��ﾎｨ/�諄*"ﾉ<x-ﾘ���ア音読をすることで,物語のあらすじを理解し,登場人物や きした文や文章の内容を説明 �+ｸ,ﾉ:�*ｸ/���k�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

(2年,男) �+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���イ主語と述語を正しく使い,｢だれ｣や｢どこ｣の設問に答え 

たり,書き表したりすることができる○ 

D �<x-ﾘ��*ｸ+X+ﾙ[h.)[h�,ﾉ>��ア黙読や音読をすることで,物語のあらすじを理解し,登場 容をおおまかに理解し,簡単 ��ﾉZ�/�9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

(3年,男) �,壱�(,�9ｨ*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�イシンボルや｢だれ｣や｢どこ｣の単語を手掛かりに,設問 
を理解し,括弧に適する言葉を文中から抜き出すことができ る○ 

E �<x-ﾘ��*ｸ+X+ﾙ[h.)[h�,ﾉ>��ア黙読をすることで,物語のあらすじを理解し,登場人物の 容をおおまかに理解し,文で �:�*ｸ/�ｬ�%�,���k�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

(3年,女) ���k�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���イ｢だれ｣や｢どこ｣の設問を読み,文中から適切な文を抜 
き出して答えたり,書き表したりすることができる○ 

(3避諾諸費に当たって

生徒たちは,前次で｢おむすびころりん｣を使って物語を読み,簡単な設問に答える学習を行っ
ている｡本時は,前次よりも長い文や文章を読み,内容を理解したり設問に答えたりする学習活
動を中心に設定している
材･教具とのかかわりについて
プレゼンテーションソフトを使って物語文をスクリーンに映すことで,文中の着目する部分を
明確にするなど,情報の精選をする｡また,物語文はリライト教材を用い,文頭の書き出しを下
げたり文を簡略化したりして 読み解きやすいようにする｡
友達･教師とのかかわりについて
設問に対する発表場面では,互いの考えを確認し合うことができるように,それぞれホワイト
ボードに自分の考えを書き表すようにする｡さらに, CTは全体の場で生徒の解答の良い点を中心
評価することで

自分とのかかわりについて
他の生徒の学びにもつながるようにする｡

自分の考えを確かめることができるように,設問の答えが書かれている箇所を線で囲ったり,
書き表した答えを読み返したりする活動を個に応じて設定する｡
開業環境の工

机は,互いの顔が見えるように半円に配置する｡また,授業に見通しをもつことができるよう
に,漢字の小テスト,音読,設問の読解,解答の確認をするというこれまでと同じ授業の流れで
学習活動を展開する｡
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(4)実 際

過 程

導入

(15分)

展開

(30分)

終末

(5分)

主な学習活動
1始 めの挨拶 をす る。

2漢 字の小テ ス トをす る。

3前 時までの学習の振 り返 り

をす る。

(1)黙 読や音読をす る。

(2)登 場人物の確認 をす る。

(3)前 時までのあ らす じを確

認す る。

4本 時のめあてについて話 し

合 う。

「だれ 」 や 「どこ」 の 問題 に答

え よ う。

5設 問 を読 み,答 え を考 え る。

(1)設 問 を読 み,答 えを プ リ

ン トに文 で 書 き表 す。

(2)プ リン トに書 き表 した 文

をホ ワイ トボー ド(小)に 書

く。

(3)全 員 で 答 え の 確 認 を す

る。

6学 習の振 り返 りをする。

7次 時の学習 について知 る。

8終 わ りの挨拶をす る。

指導及び支援上の留意点
・STは ,教 材 ・教 具の準備 を生徒 が

行 うこ とができ るよ うに分担 の指示
を出す な どの支援 をす る。
・ 挨拶 の際に は,姿 勢 を正 し,教 師

も一緒 に挨拶 をす るこ とで,生 徒 が

学習へ意欲 的に向か うこ とが できる

よ うにす る。
・ 教材 本の読み込みで は,初 めに黙

読 を行 うことで集 中 して読み込む こ

とができる よ うにす る。 また,音 読

をす る ことで,正 しい言葉の言 い回

しを体験 した り,文 中に使われ る言

葉の面 白さを味わ うことがで きるよ

うにす る。
・ 前 時までのあ らす じを想起 しやす

い よ うに,プ リン トを使 った り,登

場人物 の確認 で,イ ラス トを用 いた

りす る。
・ 物語 文はス ク リー ンに,設 問 はテ
レビに映 し出す。
・ 設 問の意 味を よ り理解 す るこ とが

で き るよ うに,「 だれ 」,「どこ」の

設問にシンボルを添える。
・ 生徒 の実態 に応 じて,単 語や文で

書 き表す こ とができる よ うに,解 答

欄の枠 に配慮す る。
・STは 主にAの 支援 を行い,文 章 と

設 問 とを見比べ ることができ るよ う
にペー ジをめ くった り,線 で囲み を

した りす る。
・CTは ,生 徒 自身が考 えの根拠 を説
明で きるよ うに,文 中か ら抜 き出 し

た箇所 に線 を引 く,囲 み をす る指導

を行 う。
・ 正 しく文 を作 ることがで きてい る

か確認 で きるよ うに,自 分が書 き表

した文を読み返す指導 を行 う。特に,

C,D,Eは 脱字 が多いので,確 認

しや す い よ うに教 師 が文 を指 で な

ぞって一緒 に確認す る。
・ 全員 で答 えを確認す る場面 で ,CT
は,生 徒の答 えの 良 さを押 さえ るこ

とで,生 徒同士が互 いの良 さを認 め

合 うことができるよ うにす る。
・ 本時の 目標 を振 り返 り

,「 だれ」,
「どこ」 に単語カー ドを分類す るこ

とで,学 習 した こ とを確認す る こと
ができるよ うにす る。
・ 全員で姿勢良 く挨拶 をす ることで

,
学習の終わ りを意識す るこ とができ

るよ うにす る。
・CTは ,生 徒 が教材 ・教具 の片付 け
に取 り組 む ことがで きるよ うに分担
の指示をす る。

資料 ・準備
・プ ロ ジ ェ

ク ター

・ス ク リー

ン

・テ レ ビ

・パ ソ コ ン

・ホ ワ イ ト

ボ ー ド

(大)

・プ リン ト

・教材 本

「ブ レー メ

ンの町 の

お話 」
・ホ ワイ ト

ボ ー ド

(小)

・ホ ワイ ト

ボー ドペ

ン

・単語 カー

ド

(5)評 価

ア 黙読や音読 を通 して,書 かれている文章のおおまか内容 を理解す ることができたか。

イ 物語 を読み,「 だれ」や 「どこ」の設 問に答えることができたか。
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